
▼
総
務
課
長
＝
池
内
哲
男
（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
市
民
課
長
＝
中

山
泰
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
保
健
課

長
＝
山
崎
正
道
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

和
田
義
許
（
企
画
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
生
涯
学
習
課
長
＝
小
串
一
（
学
校
教

育
課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
議
会
事
務
局

長
＝
溝
渕
勉
（
保
健
課
長
）
▼
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
＝
石
井
守
（
生
涯

学
習
課
長
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
＝

利
岡
正
志
（
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
次
長

兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
長
＝
森
岡
俊

介
（
県
教
委
）

◎
消
防

▼
消
防
本
部
消
防
長
兼
総
務
課
長
＝
西

岡
次
男
（
消
防
本
部
消
防
長
）
▼
消
防

本
部
消
防
次
長
兼
予
防
課
長
＝
大
谷
豊

克
（
消
防
本
部
次
長
兼
課
長
兼
署
長
）

▼
消
防
署
長
＝
田
岡
高
昭
（
消
防
署
副

署
長
）

 
    
 
 

       

▼
総
務
課
補
佐
兼
職
員
係
長
＝
高
木
茂

美
（
総
務
課
係
長
）
▼
総
務
課
対
策
監

（
危
機
管
理
担
当
）
兼
総
務
管
理
係
長

＝
門
田
秀
夫
（
企
画
課
係
長
）
▼
企
画

課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
＝
西
川
公

典
（
商
工
水
産
課
係
長
）
▼
生
活
環
境

課
長
補
佐
兼
処
理
場
整
備
係
長
＝
井
口

善
喜
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼
係
長
）

【
課
長
級
】

【
課
長
補
佐
級
】

▼
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
＝

佐
竹
茂
（
総
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
＝
橋
本
保
（
都
市
計
画
課
係
長
）

▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
＝

島
内
暁
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
学
校
教
育
課
対
策
監
（
学
校
教
育
担

当
）
＝
竹
内
信
人
（
学
校
教
育
課
対
策

監
兼
係
長
）

◎
保
育
所

▼
岡
豊
保
育
所
長
＝
山
崎
桃
代
（
久
礼

田
保
育
所
長
）
▼
久
礼
田
保
育
所
長
＝

森
本
幸
子
（
大
湊
保
育
所
長
）
▼
後
免

野
田
保
育
所
長
＝
島
崎
明
美
（
岡
豊
保

育
所
長
）
▼
大
湊
保
育
所
長
＝
土
居
長

子
（
十
市
保
育
所
長
）
▼
明
見
保
育
所

長
＝
山
下
美
佐
子
（
後
免
野
田
保
育
所

主
幹
） 

◎
消
防

▼
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
兼
消
防
団

係
長
＝
岡
林
則
雄
（
消
防
署
係
長
兼
隊

長
）

（
上
段
よ
り
続
く
）

■とき／５月23日�　９：00～競技開始�
■ところ／ＪＡ南国市奈路出張所 東側の田

　「なんこくボランティアＤＡＹ」は、南国市に
おけるボランティアの発掘・育成、また活動の啓
発・推進を図ることを目的に開催します。
　当日は、各種ボランティア体験のほか、フリー
マーケット、飲食・即売コーナーなどのイベント
を行う予定です。多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。

　すっかり恒例となった泥んこ球戯大会も今年で
10回目。水を張った田んぼで、バレーボールや相
撲など、泥だらけの熱戦が繰り広げられます。

■とき
　5月23日�　10：00～15：00（小雨決行）
■ところ／南国市役所駐車場
■内容
　①ボランティア体験
　　�手話、車いす体験、高齢者疑似体験など ※お問い合わせは、社会福祉協議会

　　　　　　　　　　（�８６３－４４４４）まで

②イベントコーナーイベントコーナー
�障害者スポーツ体験コーナー・マッサージ
　　コーナー・小コンサート（手話コーラスなど）
③使用済切手・テレホンカードの回収

※お問い合わせは、ＡＳ奈路倶楽部
　　　　　　川村一成（�８６２ー３１２５）
または、中内　功（�８６２ー０３２８）まで

あすなろ

広広報報ななんんここくく５５月月号号6



【
係
長
級
】

▼
企
画
課
広
報
統
計
係
長
＝
西
岡
博

（
会
計
課
係
長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ

ー
南
部
福
祉
館
長
＝
岡
田
泰
光
（
学
校

教
育
課
係
長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

人
権
啓
発
係
長
＝
山
本
晃
義
（
建
設
課

主
幹
）
▼
市
民
課
戸
籍
係
長
＝
岩
崎
明

雄
（
水
道
局
係
長
）
▼
保
健
課
国
保
係

長
＝
西
野
英
二
（
企
画
課
係
長
）
▼
生

活
環
境
課
環
境
係
長
＝
森
国
俊
吉
（
生

活
環
境
課
係
長
兼
所
長
）
▼
商
工
水
産

課
企
業
誘
致
係
長
＝
今
久
保
康
夫
（
商

工
水
産
課
主
幹
）
▼
会
計
課
会
計
係
長

＝
豊
永
悦
子
（
会
計
課
主
幹
）
▼
福
祉

事
務
所
社
会
係
長
＝
北
村
健
一
（
保
健

課
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
＝
倉
橋
真
理
子
（
総
務
課
主
幹
）

▼
水
道
局
給
水
係
長
＝
前
田
忠
志
（
じ

ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
係
長
＝
森
木
悦
子
（
市

民
課
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育

指
導
係
長
＝
藤
川
尚
司
（
県
教
委
）

◎
消
防

▼
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係
長
＝
竹
内

正
剛
（
消
防
署
係
長
）
▼
消
防
署
第
１

消
防
係
長
兼
隊
長
＝
岡
田
直
人
（
北
部

出
張
所
副
隊
長
）
▼
消
防
署
第
２
消
防

係
長
兼
隊
長
＝
徳
久
哲
夫
（
北
部
出
張

所
係
長
兼
隊
長
）
▼
北
部
出
張
所
第
２

消
防
係
長
兼
隊
長
＝
和
泉
恒
寛
（
消
防

署
係
長
兼
隊
長
）

（
掲
載
は
係
長
相
当
職
以
上
）

【
新
規
採
用
者
】
（
４
月
１
日
付
）

 

池
知
明
男
（
税
務
課
）

 

長
野
聖
子
（
税
務
課
） 

 

山
本
麻
千
子
（
保
健
課
）

 

山
岡
工
司
（
保
健
課
）

 

畠
中
悠
成
（
会
計
課
）

 

森
本
拓
也
（
福
祉
事
務
所
）

 

田
所
千
佳
（
生
涯
学
習
課
）

 

谷
口
恵
子
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

中
澤
健
太
（
消
防
本
部
）

 

森
永
哲
治
（
消
防
本
部
）

 
        

【
退
職
者
】
（
３
月
31
日
付
）

 

星
沢
一
子
（
明
見
保
育
所
）

 

竹
村
久
美
子
（
学
校
教
育
課
）

 

大
塚
文
美
子
（
北
陵
中
学
校
）

 

唐
岩
知
生
（
市
民
課
）

 

佃
弘
子
（
住
宅
課
）

 

井
上
妙
子
（
水
道
局
）

 

島
田
真
人
（
監
査
委
員
事
務
局
）

 

竹
�
公
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

 

楠
瀬
克
一
（
消
防
本
部
）

 

森
下
進
蔵
（
生
活
環
境
課
）

 

松
村
愛
子
（
生
活
環
境
課
）

 

浜
田
三
代
子
（
後
免
野
田
保
育
所
）

 

前
田
律
子
（
福
祉
事
務
所
）

 

坂
本
千
世
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

 

苅
谷
育
子
（
南
児
童
館
）

 

久
万
保
夫
（
総
務
課
）

 

森
本
澄
子
（
後
免
野
田
保
育
所
）

　
高
橋
雅
兄
（
学
校
教
育
課
）

　
松
村
智
明
（
生
涯
学
習
課
）

 

松
田
由
里
子
（
市
民
課
）

「
大
阪
の
人
っ
て
、
何
で
あ
ん
な
ん

や
ろ
。
東
京
の
人
は
、
ち
ゃ
ん
と
信

号
を
守
る
よ
…
」
（
母
）

「
そ
や
け
ど
お
母
ち
ゃ
ん
、
お
父
ち

ゃ
ん
が
そ
や
か
ら
と
い
う
て
、
大
阪

の
人
が
み
ん
な
そ
う
や
と
思
う
の
は
、

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
わ
…
」

「
現
に
信
号
を
守
っ
て
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
る
し
…
」

「
東
京
の
人
が
、
そ
ん
な
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
ん
や
っ
た
ら
、
東
京
で

は
、
交
通
事
故
が
少
な
い
は
ず
や
け

ど
な
…
」
（
娘
）

　
こ
の
会
話
は
、
「
娘
の
行
く
さ
き
」

と
い
う
ビ
デ
オ
の
一
部
を
引
用
し
た

も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人

々
を
十
把
一
束
に
し
て
、
「
お
よ
そ
、

あ
の
人
た
ち
は
…
だ
」
と
、
固
定
し

た
見
方
で
、
し
か
も
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
な
が
ら
、
他
人
を
み

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
が
、
『
女
性
と
い
う
も
の

は
…
』
『
老
人
と
い
う
も
の
は
…
』

と
い
う
よ
う
な
会
話
に
出
会
っ
た
と

き
、
「
そ
の
よ
う
に
キ
メ
ツ
ケ
ル
考

え
方
は
オ
カ
シ
イ
」
と
、
き
っ
ぱ
り

言
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　
今
、
あ
な
た
が
親
し
く
付
き
合
っ

て
い
る
異
性
、
障
害
者
、
外
国
人
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

　
前
述
の
会
話
で
娘
さ
ん
が
言
っ
た

よ
う
に
、
「
信
号
を
き
ち
ん
と
守
る

大
阪
の
人
も
い
る
」
「
東
京
の
人
だ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
だ
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

信
号
を
守
ら
な
い
一
部
の
人
を
見
て
、

「
大
阪
の
人
は
、
み
ん
な
信
号
を
守

ら
な
い
」
と
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
、
偏
見
や
差
別
意
識
を
生
み

出
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
や
や
も
す
れ
ば
根
拠

の
な
い
こ
と
を
安
易
に
受
け
入
れ
た

り
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
の
見
方
を

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
の
な
か
で
も
、

案
外
迷
信
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
り
、

性
別
や
出
身
地
な
ど
で
人
を
判
断
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
私
た

ち
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
今

一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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